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期
間
中
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
事
業
を
拡
充
す
る
ほ

か
、
な
つ
か
し
の
三
瓶
山
な
ど

を
紹
介
す
る
企
画
展
や
三
瓶
そ

ば
な
ど
の
食
の
祭
典
と
い
っ
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新
た
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イ
ベ
ン
ト
を
計
画
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瓶
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／
２
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春
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企
画
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未
来
に
つ
な
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の
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然
・
隠
岐
の
自
然
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◦
な
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か
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瓶
写
真
展
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絵
画
展	

（
大
田
市
民
会
館
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◦
大
田
市
田
舎
体
験
ツ
ア
ー

　

桜
の
里
づ
く
り
応
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ツ
ア
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／
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田
植
え
体
験
ツ
ア
ー	
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◦
三
瓶
山
紹
介
移
動
展

　

記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
「
さ
ん
べ
花
火

大
会
」
を
３
月
２
日
㈯
、
三
瓶
山
東
の
原
で
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
の
出
店
も

あ
り
ま
す
。
花
火
の
ス
タ
ー
ト
は
夜
７
時
か
ら
！

３
千
発
の
花
火
が
夜
空
を
飾
り
ま
す
。

　平成25年、三瓶山は大山隠
岐国立公園に指定されて50周
年を迎えます。
　これを契機に、三瓶山の豊
かな自然環境を次世代へ継承
するとともに、三瓶山の価値
や魅力を全国に発信し、たく
さんの方々に訪れていただけ
るような『三瓶山国立公園指
定50周年記念事業』を展開し
ます。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

さ
ん
べ
花
火
大
会

　

三
瓶
山
は
、
昭
和
38
年
４
月
10
日
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
間
も
な
く
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
①
三

瓶
山
の
存
在
価
値
を
再
確
認
す
る
②
三
瓶
山
の

自
然
を
守
り
育
て
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
③
三

瓶
山
周
辺
の
地
域
資
源
の
更
な
る
活
用
を
図
る
、

を
基
本
方
針
と
し
、「
自
然
環
境
の
保
護
・
継
承
」

「
地
域
振
興
」「
観
光
振
興
」
に
つ
な
が
る
事
業

を
約
１
年
間
、
展
開
し
ま
す
。

浮布の池と三瓶山
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◦
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瓶
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ク
ロ
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カ
ン
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大
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◦
記
念
式
典	

９
月
中
旬

◦
ぐ
る
っ
と
三
瓶
く
に
び
き

ウ
ォ
ー
ク

◦
さ
ん
べ
秋
の
収
穫
祭（
仮
称
）

　
※
開
催
日
、
場
所
等
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　

　

現
在
、
作
成
中
の
イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ド
な
ど
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
50
周
年
記
念
冊
子
を

作
成
す
る
な
ど
、
未
来
に
つ
な

が
る
事
業
も
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　昭和11年２月１日大山国立公園と
して指定され、昭和38年４月10日
に隠岐島、島根半島、三瓶山及び蒜
山地域の区域拡張を伴い、大山隠岐
国立公園に改称されました。
　その後、平成14年３月26日に毛

け

無
なしがせん

山区域が拡張され、現在に至って
います。
　鳥取県、島根県、岡山県にまたが
る変化に富んだ景観を持つ国立公園
です。

　記念事業を展開するにあたり、16
団体で実行委員会を設立しました。
三瓶の価値と魅力を全国に発信し、
50周年を盛り上げていきます。
・環境省・島根県・国立三瓶青少年
交流の家・しまね自然と環境財団・
大田商工会議所・大田市観光協会・
三瓶まちづくり委員会・大田の自然
を守る会・緑と水の連絡会議・石見
銀山テレビ放送・飯南町・美郷町・
大田市及び各教育委員会

実行委員会を設立

（大山隠岐国立公園）

ぐるっと三瓶くにびきウォーク

昭和30年代の三瓶町池田から見た三瓶山

昭和30年代の三瓶西の原

豆 知 識

50周年記念
マスコットキャラクター

『テンピー』


